
福島県企画調整部統計課

相馬市立中村第一中学校

～ふくしま統計出前授業～

ふくしま応援！ベコ太郎

キビタン©福島県



今日のおはなし

１ 相馬市について統計でみてみよう

２ データ分析をしてみよう
（グループワーク）



１ 相馬市について統計で見てみよう



相馬市の人口は何人でしょうか？
（令和６年１１月１日現在）

①約22,000人

④約55,000人③約44,000人

②約33,000人



正解

②約33,000人

出典：県統計課 「福島県の推計人口（福島県現住人口調査）令和６年１１月１日現在」
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出典：県統計課 「福島県の推計人口（福島県現住人口調査）
令和６年11月１日現在」

※富岡町、大熊町、双葉町、浪江町については、東日本大震災・原子力災害による避難の影響により
人数表示していないため、グラフに反映しておりません。

（人）

相馬市の人口は県内第１１位 32,801人

県全体の人口は1,741,824人（全国２１位）

福島県の市町村別人口
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相馬市 福島県

第二次世界大戦による
疎開
戦後海外からの帰国

第一次ベビーブーム
(1947～1949年)

第二次ベビーブーム
(1971～1974年)

仕事や進学のため、
都会へ流出

少子化、東日本大震災・
原子力災害による
人口減少

出典：総務省統計局「国勢調査結果」

（人）

（年）

相馬市と福島県の人口のうつりかわり
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相馬市の地域人口で一番多いのはどこでしょうか？
（数値は2020年の国勢調査結果）

桜丘小学校



①黒木字迎畑  837人

②新沼字刈敷田 1,655人

③中村字川沼 1,011人

④中野字寺前      610人

正解

※和田字北迫も610名



・住んでいる人が多い地域には学校などが必要
・学校があるから団地ができる
・住んでいる人が多い＝買い物する人が多い
⇒商業施設ができる

それを知るために
統計が大切



ちょっと雑談・・・統計の歴史

＜日本最古の統計調査＞
・日本最古の統計調査は、庚午年籍（こうごねんじゃく）とされる（670年）。
人口や社会の管理をするために「戸籍」を作成した。

＜近代～現代の統計調査＞
・1871年に「戸籍法」が制定され、1872年に初の全国一斉の人口調査が
行われる。
このときの調査結果では人口は約3,480万人と推計された。
・1920年に第１回国勢調査が実施される（来年で105年目）。
このときの調査結果では人口は約5,600万人と推計された。
・1947年に「統計法」が制定され、各種統計調査の基盤が整備される。



ドボンクイズ！相馬市の県内漁獲量２位を選んだら負け！
（海面漁業生産統計調査-平成30年）

しらす ひらめ かれい

まだら

まあじ

いかなご
あなご

生のり類



魚種 漁獲量(t)

しらす 246

まあじ 22

ひらめ 217

かれい 441

まだら 53

いかなご 586

ばらのり 13

生のり類 31

あなご（2位） 86

漁獲量全体としては
２位（2,274t）



福島県の海面漁業生産量のうつりかわり
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出典：農林水産省「海面漁業生産統計調査」

(年)

東日本大震災・原子力災害による生産量
低下は大きいが、それ以前から生産量の
低下は続いている



統計とは

データを集めてグラフなどで表現して、

データの特徴を見つけること

見つけた特徴を考察し、

町づくりやビジネスなど様々な分野で活用する



２ データ分析をしてみよう
（グループワーク）



自然科学分野
○気象データを分析⇒将来の天気を予測し、農業や防災に役立つ

○河川の水質データを分析⇒汚染源を特定し、対策をする

○宇宙からの観測データを分析⇒新しい天体の発見や宇宙の仕組みを解明する

社会科学分野
○人口データを分析⇒住んでいる人の傾向を見つけ、まちづくりに役立たせる

○交通事故のデータを分析⇒事故の要因を特定し、対策をする

○お店の売り上げを分析⇒新商品の開発や買いたくなるような宣伝を作る

データ分析と統計

今回は交通事故のデータ分析と
対策に挑戦してもらうよ
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① 交差点

② 単路（トンネル、橋、カーブ、その他）

③ 一般交通の場所

④ 踏切

福島県警察本部「令和5年版交通白書」より、

福島県内における令和4年1年間の交通事故件数

２つのグラフから分かったことから事故を防ぐポイントを考えましょう
時間に余裕があれば、他にどんなデータがあればより具体的な対策を考えられるか話し合いましょう



事故を防ぐポイント 他に必要なデータわかったこと

○交通事故発生件数が２００件
を超えた時間帯は、7～8時、
8～9時、16～17時、17～18時で
あり、特に７～８時と１７時～１８時
の事故が多い。

○交通事故発生件数が１,０００
件を超えた場所は交差点と単路で
あり、特に交差点の事故が多い。

記入用紙



わかったこと

○交通事故発生件数が２００件
を超えた時間帯は、7～8時、
8～9時、16～17時、17～18時で
あり、特に７～８時と１７時～１８時
の事故が多い。

○交通事故発生件数が１,０００
件を超えた場所は交差点と単路で
あり、特に交差点の事故が多い。

事故を防ぐポイント

交通事故が発生する時間は、学
校の登下校や通勤など人の動きが
多い時間帯と被っている。

交通事故は交差点で特に多いこ
とから、この時間帯に交通見守り
や警察の巡回を強化することで事
故を減らせると考える。

交差点以外の場所でも事故は発
生しているので、特にこの時間帯
は自分たちも気をつけて登下校や
通勤をする必要がある。

他に必要なデータ

○事故の被（加）害者の世代

○事故の内容（対人・対物等）

○事故の原因（脇見・飛び出し
等）

○事故の起きた地域

○交通量

○道路の状況

○事故が起きたときの天候

○事故防止キャンペーン活動

など

回答例



おまけ！



終わりに・・・

現代社会では、ニュースやSNS、スポーツ、買い物、学校の
授業など、日常生活の中でたくさんのデータやグラフが使わ
れています。
それらが何を意味し、どのように解釈し、理解するかが大切
です（これを「統計的思考力」と呼びます）。
この統計的思考力を駆使し、様々な問題の解決の糸口を見
つける、新しいアイディアを思いつけるようになると、将来の夢
や日々の生活に大いに役立ちます。
今日の授業がみなさんにとってそのきっかけになれたなら幸
いです。
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